
創立７９周年 学校便り９月号

生徒数 合計８７名

誠実 勉学 健康 １年３１名，２年２６名，３年３０名

実り多き秋になりますように
校長 渕脇 広智

９月14日は，好天に恵まれ，おかげ
さまで第79回河頭中体育大会を無事に
開催することができました。今年は，
開会式前に，入場行進を復活させまし
た。生徒たちの緊張感や大会への意気
込みが感じられとてもよかったと思い
ます。練習時から気分不良の生徒が散
見されましたが，当日は，残暑の厳し
い中，全ての生徒が最後までよく頑張
ってくれました。生徒たちはどの種目
も生き生きと笑顔で一生懸命に競技・応
援し，いずれにしても一人一人の成長
が感じられる素晴らしい体育大会でし
た。何よりも来賓や地域・ご家族の方
々に生徒たちの元気な姿や頑張りを参
観いただけたことが何よりもうれしく
思います。３年生にとっては，一つ一
つの行事が中学校最後の思い出です。
特に応援団やエイサー「夢南風」は，
３年生がリーダーとなって主体的に大
会を運営してくれました。２年生，１
年生も３年生の姿を見て，次は自分たち
の番だと思ったことでしょう。このようにして，１・２年生に河頭中の体
育大会が引き継がれていくのだと思います。中でも体育大会を大いに盛り
上げてくれたのが応援団です。各団長を中心に，夏休みから練習を重ねて
きました。応援合戦，生徒たちの緊張感と迫力ある演舞に感心しました。
甲乙つけがたい素晴らしい応援合戦でした。最後まで見守り，声援，後片
付けをしてくださった保護者のみなさまに心から感謝いたします。ありが
とうございました。
さて，季節はもうすっかり秋，日没が早まり，朝夕はめっきり涼しくな

ってきました。あちらこちらで彼岸花もきれいな花を咲かせています。生
徒たちには，体育大会を通して学んだことをこれからの学校生活に生かし
ていってほしいと思います。まずは，気持ちを切り替え一人一人が授業を
大切にすること，「実りの秋」にふさわしい学習を行う時期です。学校行
事や部活動も同じことです。河頭中の生徒一人一人にとって実り多き秋で
ありますように，そして，一人一人の成長を大いに楽しみにしたいと思い
ます。
保護者，地域のみなさまにおかれましては，引き続き子供たちを見守

り，御支援を賜りますようお願い申し上げます。
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入場行進の様子

エイサー隊率いる演舞の様子



２日（木）学習部ビブリオバトル予選
３日（金）夢南風③④ 生徒会役員選挙⑥
９日（木）学習部ビブリオバトル学級決勝

１０日（金）身体計測②
１７日（金）生徒会任命式
２１日（火）後期学級組織決め⑥
２２日（水）市中学生英語ｽｷｯﾄ・ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ(中央公)

の主な行事 ３年生選挙出前授業⑤
２３日（木）夢南風⑤⑥
２４日（金）３年市内共通実力テスト①～⑤
３０日（木）文化祭準備①② 文化祭ﾘﾊｰｻﾙ③～⑥
３１日（金）文化祭

第２回学校運営協議会
９月12日（金）に第２回学校運営協議

会が開催されました。学校長から，２学

期の学校経営の説明の後，１学期の学校

評価と全国学力・学習状況調査について

協議 を行い ました 。学校評価に ついて

は，委員の皆様から本校の課題の１つで

ある「家庭でのメディアコントロール」

について御意見がありました。また，全

国学力・学習状況調査結果（右表）につ

いては，様々な御質問がありました。今

後も学校運営協議会の内容は学校便り等

でお伝えしたいと思います。なお，次回

の 第 ３ 回 学 校 運 営 協 議 会 は 1 2 月 1 7 日
（水）開催予定です。

スポーツの日（10月13日）
先日，世界陸上東京大会も終わりましたが，来月

の10月13日（月）は「スポーツの日」です。元々
の名称は「体育の日」であり，1964年の東京オリ
ンピックの開会式が行われた10月10日を祝日とし
ていました。2000年からはハッピーマンデー制度
により，10月の第２月曜日となり，2020年に名称
が変更されました。このスポーツの日の趣旨は「スポーツを楽しみ，他者
を尊重する精神を培うとともに，健康で活力ある社会の実現を願う」とさ
れています。
秋は体を動かすのにとてもよい季節です。家族や友だちと散歩したり，

軽い運動を楽しんだりしながら，スポーツの日をきっかけに，改めて健康
のための運動について考えてみてはいかがでしょうか。

※ 10月の部活動終了時刻は17時45分，下校時刻は18時です。朝夕肌寒
くなってきますので，各自判断して中間服での登校でもかまいません。


